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一　

本
稿
の
目
的
と
資
料

　

物
語
や
小
説
の
文
章
を
構
成
す
る
各
文
を
、
物
語
文
と
称
す
る
。
筆
者
は
、

こ
れ
ま
で
古
典
作
品
の
物
語
文
を
題
材
に
、
視
点
論
の
立
場
か
ら
表
現
内
容
を

四
分
類
し
、
物
語
文
の
表
現
内
容
と
文
末
形
式
の
性
質
を
検
討
し
て
き
た①
。
本

稿
で
は
、
現
代
語
に
お
け
る
物
語
文
を
取
り
上
げ
、
筆
者
の
分
類
し
た
表
現
内

容
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
文
末
形
式
と
し
て
現
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
物
語

の
文
章
に
お
い
て
中
心
的
な
表
現
内
容
と
な
る
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
実
態
調
査
を
通
し
て
大
ま
か
な
見
通
し
を
付
け
て

お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
芥
川
龍
之
介
の
作
品
か
ら
「
羅
生
門
」
を
中
心
と
し

て
取
り
上
げ
、
比
較
の
た
め
に
、
芥
川
作
品
の
い
く
つ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
取

り
上
げ
、「
六
の
宮
の
姫
君
」（
説
話
物
）、「
杜
子
春
」（
童
話
）、「
秋
」（
現
代

物
）
を
加
え
た
四
作
品②
を
調
査
す
る
。

二　

従
来
の
研
究
と
本
稿
の
方
法

　

こ
れ
ま
で
、
物
語
文
の
表
現
内
容
は
文
末
形
式
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
一
文
の
表
現
内
容
は
文
末
に
お
い
て
現
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

日
本
語
の
物
語
文
の
文
末
形
式
に
見
ら
れ
る
顕
著
な
特
徴
と
し
て
、
過
去
形
と

現
在
形
が
混
在
す
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
研
究
が
多
い
。
物
語
文
で
用
い
ら
れ

る
過
去
形
と
現
在
形
の
使
用
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
牧
野
成
一
（
一
九
八
三
）、

曽
我
松
男
（
一
九
八
四
）、
池
上
嘉
彦
（
一
九
八
六
）、
永
尾
章
曹
（
一
九
九

三
）、
工
藤
真
由
美
（
一
九
九
五
）
ら
の
論
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い

て
、
過
去
形
の
「
た
」
は
話
の
骨
組
み
を
語
る
の
に
用
い
ら
れ
、
現
在
形
は
副

次
的
内
容
や
評
価
を
表
す
表
現
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
は
、
諸
家
一

致
し
て
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
形
の
意
味
と
し
て
は
「
歴
史
的
現
在
」
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
あ
げ

物
語
文
の
表
現
と
文
末
形
式

―

芥
川
作
品
を
通
し
て―

（
上
）

藤　
　

井　
　

俊　
　

博
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三

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
池
上
嘉
彦
は
、
物
語
文
を
「
語
り
」
と
「
評
価
」（「
外

的
評
価
」
と
「
内
的
評
価
」）
に
大
別
し
、
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
的
現
在
」
は
内

的
評
価
の
一
つ
で
、
出
来
事
を
前
景
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

「
歴
史
的
現
在
」
に
は
「
無
徴
の
時
制
」
の
延
長
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る

と
し
（
冒
頭
の
過
去
を
用
い
れ
ば
、
あ
と
は
同
様
と
し
て
現
在
形
に
で
き
る
性

格
を
言
う
。
牧
野
成
一
に
も
指
摘
が
あ
る
が
、
古
典
の
物
語
文
に
多
く
見
ら
れ

る
用
法
で
あ
る
。）、
表
現
効
果
と
し
て
現
場
感
を
与
え
る
面
を
指
摘
す
る
。

「
歴
史
的
現
在
」
は
通
常
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
部
分
な
ど
焦
点
を
当
て
た
い
場
面

で
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
曽
我
松
男
は
、
主
筋
的
内
容
で
あ
っ
て
も
目

前
の
事
象
と
す
る
た
め
に
「
る
」
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

「
る
」
を
と
る
場
合
は
「
た
」
の
場
合
と
異
な
る
効
果
と
し
て
現
場
感
が
出
る

点
や
、
場
面
の
展
開
が
逐
次
的
に
な
る
な
ど
の
点
が
文
体
的
効
果
と
し
て
指
摘

で
き
、
池
上
嘉
彦
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
形
の
「
歴
史
的
現
在
」
は
、

そ
の
よ
う
な
文
体
的
効
果
を
ね
ら
っ
た
と
き
に
選
択
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
歴
史
的
現
在
」
の
場
合
は
、
そ
の
場
面
の
動
作
的
な
側
面
に
焦
点

を
当
て
た
表
現
と
言
え
る
が
、
一
方
で
、
現
在
形
で
表
さ
れ
る
内
容
は
、
状
態

的
な
側
面
に
重
点
を
置
い
て
、
そ
の
他
に
場
面
の
細
か
な
状
況
や
背
景
を
詳
述

す
る
場
合
も
多
い
。
工
藤
真
由
美
は
、
地
の
文
を
「
外
的
出
来
事
」「
内
的
意

識
」「
解
説
」
に
三
分
し
、「
外
的
出
来
事
の
提
示
部
分
〈
典
型
的
か
た
り
〉」

の
非
過
去
形
は
「
演
劇
的
眼
前
描
写
性
」
を
持
つ
こ
と
、「
内
的
意
識
の
提
示

部
分
〈
内
的
独
白
〉〈
描
出
話
法
〉」
の
非
過
去
形
は
人
物
の
「
内
的
視
点
」
に

よ
る
表
現
で
あ
る
こ
と
、「
解
説
部
分
」
の
非
過
去
形
は
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な

「
背
景
的
出
来
事
提
示
部
分
」
に
な
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に

関
し
て
、
池
上
嘉
彦
は
、
現
在
形
で
表
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、

　

状
態
を
表
す
動
詞
・
直
接
話
法
の
「
言
う
」
・
敬
語
の
動
詞
・「
の
で
あ

る
」「
の
だ
」・
語
り
手
の
評
価
を
表
す
語
句

を
挙
げ
、
牧
野
成
一
は
、

　

否
定
形
「
な
い
」
に
よ
る
「
状
態
」、「
の
だ
」
に
よ
る
「
価
値
評
価
」、

会
話
引
用
の
伝
達
動
詞
、「
す
る
と
」
の
あ
と

を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
永
尾
章
曹
は
、
形
式
の
面
か
ら
「
で
あ
る
」
な
ど
多

様
な
も
の
が
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
動
作
的
側
面
や
状
態
的
側
面
は
、
池
上
が

言
う
「
副
次
的
内
容
」、
牧
野
成
一
が
言
う
「
絵
画
的
な
も
の
」
に
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
主
筋
的
内
容
が
、
時
間
の
展
開
を
大
き
く
進
め
る
も

の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
場
面
の
大
き
な
展
開
を
止
め
て
、
細
か
に
動
作
を
描

写
し
た
り
、
静
止
的
に
状
況
を
描
写
・
説
明
す
る
点
に
現
在
形
の
性
格
が
認
め

ら
れ
る
。

　

一
方
、
過
去
形
に
は
、
場
面
を
時
間
的
に
展
開
さ
せ
る
役
割
が
指
摘
さ
れ
る
。

池
上
嘉
彦
は
他
動
詞
的
な
内
容
が
、
牧
野
成
一
は
、
空
間
の
移
動
の
内
容
が
多

い
と
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
場
面
を
大
き
く
展
開
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
。
ま

た
、
永
尾
章
曹
は
「
発
言
語
彙
」「
心
情
語
彙
」
等
の
内
容
を
指
摘
す
る
。
こ
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一
四

れ
ら
は
、
場
面
を
時
間
的
に
展
開
さ
せ
る
点
で
共
通
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
過
去
形
・
現
在
形
の
意
味
を
踏
ま
え
つ
つ
、
筆
者
は
、
こ
れ
ま

で
に
物
語
文
の
表
現
内
容
を
視
点
論
の
立
場
か
ら
四
分
類
し
体
系
的
に
捉
え
る

試
案
を
示
し
た
。
各
項
目
の
詳
細
な
説
明
と
古
典
作
品
で
の
文
末
形
式
に
つ
い

て
は
、
藤
井
俊
博
（
二
〇
〇
二
）
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
過
去
形
・

現
在
形
と
の
関
わ
り
か
ら
述
べ
て
お
く
。
こ
こ
で
は
、
各
分
類
の
後
ろ
に
、
矢

印
で
、
右
に
示
し
た
従
来
の
指
摘
と
の
関
連
を
略
記
し
て
お
い
た
。

〈
分
類
〉

Ⅰ
出
来
事
の
筋
を
俯
瞰
的
に
叙
述
す
る
場
合
で
、
語
り
の
現
場
に
視
点
を
置

い
て
描
く
表
現
（
過
去
形
）

↓
従
来
「
他
動
詞
的
な
内
容
」
や
「
空
間
の
移
動
」
あ
る
い
は
「
発

言
」
な
ど
の
過
去
形
が
指
摘
さ
れ
た
。

Ⅱ
語
り
手
が
出
来
事
の
現
場
に
視
点
を
置
い
て
い
る
場
合
で
、
人
物
の
動
作

を
実
況
的
に
叙
述
す
る
表
現
や
、
人
物
を
解
説
的
に
描
く
表
現
（
過
去

形
・
非
過
去
形
）

（
Ａ
）
語
り
手
の
視
点
が
出
来
事
の
現
場
へ
「
接
近
」
し
、
現
場
の
時
間

の
流
れ
に
沿
っ
て
継
起
的
に
叙
述
が
進
め
ら
れ
る
場
合
（「
歴
史
的
現

在
」
に
よ
る
非
過
去
形
）

（
Ｂ
）
継
起
的
な
事
件
の
展
開
を
止
め
て
、
出
来
事
の
現
場
に
「
接
近
」

し
た
ま
ま
、
そ
の
事
柄
の
「
状
態
」
を
描
写
し
た
り
、
内
容
を
「
解

説
」
し
た
り
す
る
場
合
。
過
去
形
・
非
過
去
形
と
も
に
あ
り
得
る
。

↓
従
来
（
Ａ
）
は
「
歴
史
的
現
在
」、（
Ｂ
）
は
「
状
態
の
描
写
」
と

し
て
指
摘
さ
れ
た
。

Ⅲ
人
物
か
ら
見
た
現
場
の
様
子
や
人
物
の
内
的
心
情
・
思
考
を
叙
述
す
る
場

合
で
、
語
り
手
の
視
点
と
登
場
人
物
の
視
点
と
が
共
有
化
さ
れ
た
形
で
描

く
表
現
（「
描
出
話
法
」
に
相
当
・
非
過
去
形
・
過
去
形
と
も
に
あ
り
得

る
）

（
Ｃ
）
視
覚
・
聴
覚
を
描
く
動
詞
な
ど
で
、
人
物
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
た

周
囲
の
状
況
を
描
き
出
す
場
合

（
Ｄ
）
感
情
・
思
考
を
描
く
動
詞
あ
る
い
は
形
容
詞
な
ど
で
、
語
り
手
が

人
物
の
感
情
・
思
考
を
描
く
場
合

↓
「
感
情
・
思
考
」
の
内
容
は
、「
た
」
で
示
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

従
来
Ⅰ
で
扱
わ
れ
た
が
、
視
点
に
よ
る
表
現
内
容
の
差
に
基
づ
い

て
（
Ｄ
）
と
し
て
特
立
す
る
。「
描
出
話
法
」
と
し
て
（
Ｃ
）
と

と
も
に
一
類
と
す
る
。

Ⅳ
人
物
の
内
的
心
情
・
思
考
・
発
話
そ
の
も
の
を
叙
述
す
る
場
合
で
、
人
物

の
視
点
に
完
全
に
移
動
し
て
描
か
れ
る
表
現
（
直
接
話
法
に
よ
る
会
話
や
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五

心
話
に
よ
る
叙
述
内
容
。「 

」
で
括
ら
れ
た
発
言
内
容
そ
の
も
の
）

↓
従
来
「
言
っ
た
」
は
Ⅰ
あ
る
い
は
Ⅲ
Ｄ
、「
言
う
」
は
Ⅱ
Ａ
と
さ

れ
た
。
こ
こ
で
は
「 

」
で
括
ら
れ
る
「
発
言
」
内
容
そ
の
も
の

を
対
象
と
し
て
Ⅳ
と
し
て
扱
う
。

　

こ
れ
ら
四
類
と
文
末
形
式
と
の
関
わ
り
で
は
、
Ⅰ
は
過
去
形
が
用
い
ら
れ
る

傾
向
が
強
い
が
、
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
は
過
去
形
を
採
る
と
い
う
制
約
は
弱
く
、
作
品

に
よ
っ
て
は
多
く
現
在
形
に
傾
く
場
合
が
出
て
く
る
と
い
う
点
で
質
的
な
違
い

が
見
ら
れ
る
。
視
点
論
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
Ⅰ
は
、
話
の
筋
を
進
め
る
表
現

と
し
て
話
し
手
の
視
点
か
ら
表
現
さ
れ
る
た
め
に
「
た
」
が
使
わ
れ
る
の
に
対

し
て
、
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
は
、
時
間
の
展
開
を
止
め
て
語
り
手
が
物
語
の
現
場
に
身

を
置
い
た
表
現
と
な
り
や
す
く
、

い
ち
い
ち
語
り
手
の
視
点
に
立
ち

戻
っ
て
表
現
す
る
必
要
性
は
必
ず

し
も
高
く
な
い
た
め
、
現
在
形
が

現
れ
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
現
在
形

は
現
場
に
視
点
を
置
い
た
表
現
に

現
れ
や
す
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

は
Ⅱ
Ａ
「
歴
史
的
現
在
」
の
用
法

に
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
Ⅱ
Ｂ
「
状
態
」「
解
説
」
の
場
合
も
現
在
形
が

多
い
の
も
実
は
視
点
が
現
場
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
Ⅱ
Ｂ
は
、
池
上
の
言
う

「
状
態
」「
評
価
」
や
牧
野
の
言
う
「
状
態
」「
価
値
評
価
」
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
現
場
に
身
を
置
い
た
表
現
と
い
う
点
で
、
登
場
人
物
の
側
に

入
り
込
む
表
現
（
Ⅲ
）、
あ
る
い
は
会
話
文
の
よ
う
な
登
場
人
物
の
視
点
そ
の

も
の
の
表
現
内
容
（
Ⅳ
）
も
現
在
形
に
な
り
や
す
い
。
会
話
文
の
場
合
は
、
す

で
に
池
上
氏
や
牧
野
氏
に
も
現
在
形
に
な
り
や
す
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
実

際
、「
Ａ
は
、『
会
話
内
容
』
と
言
っ
た
。」
の
よ
う
に
過
去
形
で
表
現
す
る
場

合
の
他
に
、「
Ａ
は
、『
会
話
内
容
』
と
言
う
。」
の
よ
う
に
現
在
形
で
表
現
し

た
り
、「
Ａ
は
、『
会
話
内
容
』」
の
よ
う
に
述
語
を
省
略
し
た
り
、「『
会
話
内

容
』」
の
よ
う
に
会
話
文
の
み
を
投
げ
出
す
形
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
い
ず

れ
の
引
用
形
式
を
使
う
か
は
文
体
的
選
択
の
問
題
で
あ
り
、
作
品
の
特
徴
が
現

れ
る
側
面
で
も
あ
る
。
Ⅳ
は
、
本
来
『
会
話
内
容
』
の
部
分
す
べ
て
が
対
象
と

な
る
が
、
本
稿
で
は
、
文
自
体
が
会
話
文
を
投
げ
出
し
た
も
の
で
あ
る
「『
会

話
内
容
』」
の
よ
う
な
場
合
を
Ⅳ
と
し
、
文
の
一
部
に
な
る
「
Ａ
は
、『
会
話
内

容
』
と
言
っ
た
。」
は
Ⅰ
と
し
て
、「
Ａ
は
、『
会
話
内
容
』
と
言
う
。」
は
Ⅱ
Ａ

と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

三　

調
査
方
法

　

物
語
文
の
表
現
内
容
は
、
前
節
に
示
し
た
よ
う
に
、
現
在
形
を
採
る
か
過
去

〈図〉
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形
を
採
る
か
と
い
う
点
と
関
連
を
持
つ
。
し
か
し
、
過
去
形
で
示
さ
れ
る
の
は
、

語
り
手
の
時
間
的
な
把
握
、
あ
る
い
は
語
り
手
の
視
点
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ

た
内
容
だ
け
で
あ
る
。
現
在
形
が
Ⅱ
・
Ⅲ
等
で
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
Ⅱ
Ａ
の

「
歴
史
的
現
在
」
が
、
他
の
用
法
に
比
べ
て
実
例
の
多
く
を
占
め
る
か
ど
う
か

も
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
の
よ
う
な
多
様
な
内
容
に
対
し
て
、

単
に
現
在
形
が
現
れ
や
す
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
述
語
部
分
に
ど
の
よ
う
な

表
現
形
式
が
現
れ
て
い
る
か
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
稿
で
は
、
文
末
形
式
に
ど
の
よ
う
な
表
現
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
表
現
内
容
が
示
さ
れ
る
か
と
い
う
実
態
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
い
。

　

こ
こ
で
は
、
本
稿
で
扱
う
文
末
形
式
に
つ
い
て
、
そ
の
大
枠
と
な
る
も
の
を

記
述
し
て
お
く
。
ま
ず
、
表
現
内
容
の
分
析
に
お
い
て
文
末
形
式
に
注
目
す
る

場
合
、
従
来
、
過
去
形
・
現
在
形
の
よ
う
な
テ
ン
ス
形
式
が
注
目
さ
れ
て
き
た

が
、
動
詞
を
述
語
の
中
核
と
す
る
場
合
な
ら
ば
、

　

①
「
動
詞
」（
現
在
形
）「
動
詞
＋
た
」（
過
去
形
）

　

②
「
動
詞
＋
て
い
る
」（
現
在
形
）「
動
詞
＋
て
い
た
」（
過
去
形
）

　

③
「
動
詞
＋
の
で
あ
る
」（
現
在
形
）「
動
詞
＋
の
で
あ
っ
た
」（
過
去
形
）

　

④
「
動
詞
＋
な
い
」（
現
在
形
）「
動
詞
＋
な
か
っ
た
」（
過
去
形
）

の
よ
う
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
の
作
品
で
は
、
動
詞
の
下
に
、

「
て
い
る
」
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
が
付
随
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の

他
、
動
詞
に
加
わ
る
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
と
し
て
「
動
詞
＋
は
じ
め
る
・
動
詞
＋

は
じ
め
た
」「
動
詞
＋
て
し
ま
う
・
動
詞
＋
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
を
記
述
す
る

こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
判
断
や
意
志
な
ど
を
表
す
表
現
と
し
て
、

「
動
詞
＋
ら
し
い
」「
動
詞
＋
う
・
よ
う
」
な
ど
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
名
詞
を
述
語
の
中
核
と
す
る
場
合
の
文
末
の
基
本
形
式
と
し
て
は
、

　

⑤
「
名
詞
（
が
）
＋
い
る
・
あ
る
」（
現
在
形
）「
名
詞
（
が
）
＋
い
た
・
あ

っ
た
」（
過
去
形
）

　

⑥
「
名
詞
＋
で
あ
る
」（
現
在
形
）「
名
詞
＋
で
あ
っ
た
」（
過
去
形
）

　

⑦
「
名
詞
（
が
）
＋
な
い
」（
現
在
形
）「
名
詞
（
が
）
＋
な
か
っ
た
」（
過

去
形
）

　

⑧
「
名
詞
＋
で
な
い
」（
現
在
形
）「
名
詞
＋
で
な
か
っ
た
」（
過
去
形
）

　

⑨
「『
会
話
内
容
』」

の
よ
う
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑦
⑧
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
、「
形
容

詞
」「
形
容
詞
＋
た
」
な
ど
も
加
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
①
〜
⑨
の
形
式
を
物

語
文
の
文
末
形
式
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
Ⅰ

〜
Ⅳ
の
表
現
内
容
の
ど
れ
に
用
い
ら
れ
る
か
と
言
う
と
、
詳
し
い
分
析
は

（
下
）
に
譲
る
が
、
大
き
な
区
分
を
示
す
と
、

　

①
の
過
去
形
＝
Ⅰ
に
対
応
す
る
。（
動
詞
が
「
視
覚
・
聴
覚
」
の
内
容
な
ら

Ⅲ
Ｃ
、「
感
情
・
思
考
」
な
ら
Ⅲ
Ｄ
と
し
て
扱
う
）

　

①
の
現
在
形
＝
Ⅱ
Ａ
に
対
応
す
る
。（
動
詞
が
「
視
覚
・
聴
覚
」
の
内
容
な
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ら
Ⅲ
Ｃ
、「
感
情
・
思
考
」
な
ら
Ⅲ
Ｄ
と
し
て
扱
う
）

　

②
〜
⑧
＝
Ⅱ
Ｂ
に
対
応
す
る
。（
動
詞
が
「
視
覚
・
聴
覚
」
の
内
容
な
ら
Ⅲ

Ｃ
、「
感
情
・
思
考
」
な
ら
Ⅲ
Ｄ
と
し
て
扱
う
）

　

⑨
＝
Ⅳ
に
対
応
す
る
。（
発
話
動
詞
を
使
う
場
合
は
、
文
末
形
式
が
「
た
」

な
ら
Ⅰ
、
現
在
形
な
ら
Ⅱ
Ｂ
と
し
て
扱
う
）

の
よ
う
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
略
は
、
Ⅰ
・
Ⅱ
Ａ
・
Ⅱ
Ｂ
・
Ⅳ
の
よ

う
に
特
定
の
形
式
に
偏
る
も
の
と
、
Ⅲ
Ｃ
・
Ⅲ
Ｄ
の
よ
う
に
特
定
の
形
式
に
偏

ら
な
い
も
の
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ⅲ
Ｃ
・
と
Ⅲ
Ｄ
は
、
文
末
形
式
で
は

な
く
、「
視
覚
・
聴
覚
」「
感
情
・
思
考
」
な
ど
の
動
詞
を
述
語
と
し
た
場
合
を

特
別
に
一
類
と
し
て
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
文
末
形
式
と
し
て
は
①
〜
④
の

形
式
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
例
と
し
て
は
、「
視
覚
・
聴
覚
」「
感
情
・
思

考
」
の
内
容
が
①
〜
④
の
文
末
形
式
に
よ
る
場
合
も
多
い
が
、
本
稿
で
は
動
詞

の
内
容
を
重
視
し
て
Ⅲ
Ｃ
・
Ⅲ
Ｄ
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
②
〜
⑧

の
過
去
形
の
場
合
は
、「
た
」
を
含
ん
で
い
る
点
で
①
と
同
様
語
り
手
の
視
点

が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
動
詞
の
性
質
や
文
末
形
式
に
よ
る
表
現
内
容

を
重
視
す
る
と
、
物
語
文
と
し
て
は
①
と
違
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

具
体
的
な
考
察
は
、（
下
）
に
譲
る
。

　

本
稿
（
上
）
で
は
、
最
後
に
、
右
の
①
〜
⑧
の
基
本
形
式
と
そ
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
実
際
の
作
品
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
を
調
べ
表
に
ま
と
め

て
お
く
。（
表
1
）
〜
（
表
4
）
は
、
各
作
品
の
す
べ
て
の
文
に
つ
い
て
、
各

一
文
の
表
現
内
容
を
、
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
分
類
に
従
っ
て
分
類
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
が

文
末
形
式
と
し
て
ど
の
よ
う
な
文
法
形
式
を
採
っ
て
い
る
か
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
で
は
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
表
記
し
て
い
る
。

　

表
を
作
成
す
る
の
に
、
名
詞
に
付
く
場
合
と
動
詞
に
付
く
場
合
を
区
別
せ
ず
、

「
〜
て
い
る
」「
〜
て
あ
る
」「
〜
て
し
ま
う
」「
〜
は
じ
め
る
」「
よ
う
と
す

る
」
な
ど
の
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
、「
で
あ
る
」「
の
で
あ
る
」「
で
な
い
」「
ら
し

い
」「
う
」「
ち
が
い
な
い
」
な
ど
の
助
動
詞
や
そ
れ
に
準
じ
る
形
式
に
つ
い
て
、

組
み
合
わ
せ
と
し
て
実
際
に
用
い
ら
れ
た
表
現
形
式
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
表

示
し
た
。
ま
た
、
④
「
動
詞
＋
な
い
」
と
⑦
「
名
詞
（
が
）
＋
な
い
」
は
否
定

的
状
態
を
表
す
も
の
と
し
て
「
な
い
」
の
表
記
で
ま
と
め
、「
名
詞
＋
で
な

い
」
の
否
定
判
断
を
表
す
形
式
を
「
で
な
い
」
と
表
記
し
て
区
別
し
た
。
こ
の

よ
う
に
名
詞
と
動
詞
と
を
区
別
し
な
い
の
は
、
④
と
⑦
は
、
動
詞
に
付
く
か
名

詞
に
付
く
か
の
差
は
あ
っ
て
も
、
表
現
内
容
を
決
定
す
る
要
素
は
「
い
る
」

「
あ
る
」「
な
い
」
に
あ
り
、
こ
れ
を
用
い
て
い
れ
ば
、「
状
態
」「
解
説
」
な
ど

の
よ
う
な
基
本
的
な
表
現
内
容
は
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
表
で
は
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
大
き
く
「
た
」
を
含
む
形
式
と
含
ま
な
い

形
式
と
に
分
け
て
太
線
で
分
け
、
そ
の
中
を
ア
イ
ウ
エ
オ
順
に
並
べ
て
挙
げ
て

い
る
。「
羅
生
門
」
と
「
杜
子
春
」
は
「
た
」
を
含
ま
な
い
項
目
が
あ
る
が
、

「
六
の
宮
の
姫
君
」「
秋
」
は
、
ほ
ぼ
「
た
」
を
含
む
形
式
に
限
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
各
作
品
の
処
理
に
お
い
て
、
次
の
点
に
留
意
し
た
。



物
語
文
の
表
現
と
文
末
形
式 

一
八

1
「
羅
生
門
」
の
「
で
あ
ろ
う
」
に
は
「
だ
ろ
う
」
の
形
を
含
む
。「
で
あ

る
」
に
は
「
だ
」
の
形
を
含
む
。

　
「
羅
生
門
」
の
次
の
二
文
は
、
筆
者
の
立
場
か
ら
の
純
粋
な
説
明
と
し
て
、

Ⅱ
Ｂ
に
入
れ
ず
、
別
扱
い
と
し
た
。

○
作
者
は
さ
つ
き
、「
下
人
が
雨
や
み
を
待
て
ゐ
た
」
と
書
い
た
。

○―

い
や
、
こ
の
老
婆
に
対
す
る
と
云
つ
て
は
、
語ご

弊へ
い

が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。

2
「
杜
子
春
」
の
「
で
す
」
は
「
で
あ
る
」、「
で
し
た
か
ら
」
を
「
で
あ
っ

た
」
と
し
て
扱
っ
た
。「
て
い
ま
し
た
」
は
「
て
い
た
」、「
ま
せ
ん
」
を

「
な
い
」
と
し
た
。「
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
を
「
で
あ
る
」
と
し
た
。

「
ん
で
し
た
」
は
「
な
か
っ
た
」
と
し
た
。「
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」
を
「
て

し
ま
っ
た
」
と
し
た
。「
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
は
「
ち
が
い
な
い
」
と
し

た
。
な
お
、「
杜
子
春
」「
秋
」
で
は
「
会
話
」
の
項
に
各
々
歌
一
例
を
含

ん
で
い
る
。

3
「
省
略
」
と
し
た
も
の
は
、「
古
い
池
に
枝
垂
（
し
だ
）
れ
た
桜
も
、
蕾

（
つ
ぼ
み
）
を
持
つ
た
事
を
話
し
な
が
ら
。」（
六
の
宮
の
姫
君
）「
青
い
横

ば
ひ
が
た
つ
た
一
つ
、
笠
に
這
つ
て
ゐ
る
電
燈
を
。」（
秋
）
の
よ
う
に
述

語
動
詞
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

四　

文
末
形
式
と
表
現
内
容

（
表
1
）
文
末
形
式
と
表
現
内
容
（
羅
生
門
）

Ⅰ

Ⅱ
Ａ

Ⅱ
Ｂ

Ⅲ
Ｃ

Ⅲ
Ｄ

Ⅳ

合
計

い
た
の
で
あ
る

1

1

2

た

26

3

8

4

41

た
の
で
あ
る

1

1

3

5

た
の
で
あ
ろ
う

1

1

で
あ
っ
た

1

1

2

て
い
た

6

4

2

12

て
い
た
の
で
あ
る

1

1

て
し
ま
っ
た

1

1

2

な
か
っ
た

1

2

3

は
じ
め
た

1

1

で
あ
る

21

21

で
あ
ろ
う

2

2

か
ら
で
あ
る

1

1

て
い
る

7

7

て
い
る
の
で
あ
る

1

1

2

で
な
い

3

3

よ
う
と
す
る

1

1

な
い

7

1

2

10
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一
九

の
で
あ
る

1

1

ら
し
い

3

3

る（
動
詞
終
止
形
）

3

2

2

7

会
話

7

7

合
計

28

4

56

18

22

7

135

（
表
2
）
文
末
形
式
と
表
現
内
容
（
杜
子
春
）

Ⅰ

Ⅱ
Ａ

Ⅱ
Ｂ

Ⅲ
Ｃ

Ⅲ
Ｄ

Ⅳ

合
計

い
た

1

1

し
ま
っ
た

1

1

た

53

1

4

1

59

た
の
で
あ
る

4

4

で
あ
っ
た

1

1

で
あ
っ
た
の
で
あ
る

1

1

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る

1

1

て
い
た

18

18

て
い
る
の
で
あ
っ
た

1

1

て
い
た
の
で
あ
る

2

2

て
し
ま
っ
た

3

3

な
か
っ
た

2

2

は
じ
め
た

1

1

ち
が
い
な
い

2

2

で
あ
る

7

7

で
あ
ろ
う

3

3

て
い
る

3

1

4

て
い
る
の
で
あ
る

3

3

な
い

11

11

な
い
の
で
あ
る

2

2

の
で
あ
る

8

8

の
で
あ
る
・
な
い

1

1

る
（
動
詞
現
在
形
）

1

1

会
話

34

34

合
計

58

1

70

5

3

34

171

（
表
3
）
文
末
表
現
と
表
現
内
容
（
六
の
宮
の
姫
君
）

Ⅰ

Ⅱ
Ａ

Ⅱ
Ｂ

Ⅲ
Ｃ

Ⅲ
Ｄ

Ⅳ

合
計

た

58

7

9

9

83

た
の
で
あ
っ
た

2

2

ち
が
い
な
か
っ
た

1

1

て
あ
っ
た

1

1

で
あ
っ
た

19

2

21

て
い
た

23

2

25

て
い
る
ば
か
り
で
あ
っ
た

1

1

て
し
ま
っ
た

4

4
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二
〇

な
い
の
で
あ
っ
た

1

1

な
か
っ
た

12

4

16

の
で
あ
っ
た

2

2

は
じ
め
た

1

1

ら
し
か
っ
た

2

2

会
話

22

22

省
略

1

1

合
計

63

69

9

20

22

183

（
表
4
）
文
末
形
式
と
表
現
内
容
（
秋
）

Ⅰ

Ⅱ
Ａ

Ⅱ
Ｂ

Ⅲ
Ｃ

Ⅲ
Ｄ

Ⅳ

合
計

あ
っ
た

17

3

20

た

87

11

13

18

129

ち
が
い
な
か
っ
た

1

1

て
あ
っ
た

4

4

で
あ
っ
た

18

2

20

て
い
た

34

3

3

40

て
し
ま
っ
た

2

1

3

で
な
か
っ
た

2

2

な
い
で
は
な
か
っ
た

2

2

な
か
っ
た

25

7

32

な
く
な
っ
た

1

1

の
で
あ
っ
た

1

1

は
じ
め
た

2

2

よ
う
で
あ
っ
た

2

2

よ
う
と
し
た

1

1

ら
し
か
っ
た

5

5

で
あ
る

1

1

会
話

25

25

手
紙

4

4

省
略

1

1

1

3

合
計

92

115

17

45

29

298


